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仕
事
の
基
本
を
大
切
に 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
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須
田 
 

滉 

 

三
月
そ
し
て
四
月
と
、
こ
の
時
期
は
多
く
の
職
場
で
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
新
人
へ
と
、
仕

事
の
伝
達
或
い
は
、
共
通
の
情
報
を
持
ち
合
う
た
め
の
作
業
で
何
か
と
慌
た
だ
し
い

も
の
で
す
。
新
人
は
先
輩
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
団
法
人
倫

理
研
究
所
刊
の
「
職
場
の
教
養
」
に
は
、
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
「
仕
事
の
カ
キ
ク
ケ
コ
」
を
実
践
す
る

こ
と
を
奨
め
て
い
ま
す
。 

 「
カ
」
確
認
す
る
。 

申
し
送
り
・待
ち
合
わ
せ
・締
め
切
り
・受
注
・発
注
等
々
の
誤
り
な
ど
、
仕

事
上
の
ミ
ス
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
「
確
認
を
怠
る
」
と
い
う
行
為
に
行
き
着
く
も

の
が
大
半
。 

 

「
キ
」
記
録(

メ
モ)

を
と
る
。 

記
録(

メ
モ
）
を
と
る
こ
と
は
正
確
な
仕
事
の
土
台
と
な
り
ま
す
。｢

言
っ
た｣

「
言
わ
な
い
」
の
水
掛
け
論
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
確

認
し
た
こ
と
の
記
録
で
も
あ
り
大
事
な
こ
と
で
す
。 

 

「
ク
」
工
夫
す
る
。 

何
度
も
、
何
年
も
繰
り
返
す
仕
事
で
あ
れ
ば
、
よ
り
良
く
、
よ

り
早
く
、
よ
り
安
く
、
よ
り
美
し
く
を
心
が
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
怠
る
と
、
仕
事
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
硬
直
し
ま
す
。
創
意
工

夫
や
仕
事
の
改
善
は
、
「
気
づ
く
力
」
を
磨
く
こ
と
で
も
あ
る
の
で

す
。 

 

「
ケ
」
計
画
を
立
て
る
。 

マ
ン
ネ
リ
仕
事
は
、
全
て
の
経
営
資
源
や
時
間
の
浪
費
で
す
。
常

に
計
画
と
現
状
を
見
比
べ
な
が
ら
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
仕
事
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

「
コ
」
行
動
す
る
。 

ど
ん
な
に
綿
密
な
計
画
も
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
現
場
に
必
要
な
の
は
評
論
家
で
は
な
く
、
自
ら
率
先
し

て
行
う
実
践
者
で
す
。 

 

 
ベ
テ
ラ
ン
も
新
人
も
同
じ
視
線
で
物
事
を
見
つ
め
、
仕
事
の
「
カ
キ
ク

ケ
コ
」
を
踏
ま
え
つ
つ
、
元
気
に
働
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。
「
入
居
者
の
喜
び

を
わ
が
喜
び
と
す
る
人
生
」
と
し
て
働
け
る
職
場
に
勤
め
て
い
る
こ
と
に

誇
り
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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三
月
十
六
日
（
日
）
午
前(

正
面
玄
関
ホ
ー
ル)

と
午
後(

二
階
多
目
的
ホ
ー

ル)

に
分
け
て
「
施
設
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

先
月
実
施
致
し
た
、
嗜
好
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
和
菓
子
（
お
は
ぎ･

羊

羹
・
饅
頭
・
団
子
）
な
ど
を
商
品
に
加
え
ま
し
た
。
入
居
者
の
皆
様
か
ら
も

大
好
評
で
「
も
っ
と
買
い
た
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
お
買
い

物
の
後
は
、
各
自
、
気
の
合
う
仲
間
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
ま
れ
た
様

で
す
。 

                     

「
Ｂ
フ
ラ
ッ
ト
」
様 

慰
問 

「
施
設
内
シ
ッ
ピ
ン
グ
」 

 

三
月
十
一
日
（
火
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
、
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
Ｏ
Ｂ
の
「
Ｂ
フ
ラ
ッ
ト
」
様
の
慰
問
が
あ

り
ま
し
た
。「
Ｂ
フ
ラ
ッ
ト
」
様
は
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン

タ
ー
（
現
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
）
で
バ
ン
ド
演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス

を
行
っ
て
い
た
方
々
で
、
本
格
的
な
バ
ン
ド
マ
ン
や
ダ
ン
サ

ー
で
す
。
初
め
に
リ
ー
ダ
ー
様
よ
り
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ

ン
タ
ー
の
開
設
当
時
の
話
な
ど
が
あ
り
、
現
在
の
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
が
あ
る
の
は
、
い
わ
き
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

お
礼
の
気
持
ち
で
、
皆
様
に
少
し
で
も
楽
し
い
時
を
過
ご
せ

る
様
に
、
い
わ
き
市
の
多
く
の
施
設
な
ど
を
慰
問
し
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。 

 入居者様が喜ばれる懐かしい曲を中心に、素晴らしい生演奏をご披露いただきました。またダンサーの皆

様からも南国のやさしい雰囲気を漂わせる素敵なフラダンスをご披露いただきました。入居者様の表情を見

ていると、目に涙をながす姿も見られました。入居者の皆様も｢常磐ハワイアンセンター｣には色々な想い出

があり、その時の事が走馬灯の様に頭を過ぎったのではないでしょうか？ 「Ｂフラット」の皆様本当にあ

りがとうございました。 



金原亭 馬生 師匠 
（第 104回いわき寄席 H20.2.26） 

楽しく 

生きる 
 

金原亭 馬生 師匠 
（第 104回いわき寄席 H20.2.26） 

おだやかに 

生きる 
 

金原亭 馬生 師匠 
（第 104回いわき寄席 H20.2.26） 

笑って 

生きる 
 

金原亭 馬生 師匠 
（第 104回いわき寄席 H20.2.26） 

しずかに 

生きる 
 

金原亭 馬生 師匠 
（第 104回いわき寄席 H20.2.26） 

気持ち良く 

生きる 
 

金原亭 馬生 師匠 
（第 104回いわき寄席 H20.2.26） 

みんなで 

生きる 
 

金原亭 馬生 師匠 
（第 104回いわき寄席 H20.2.26） 

おかげで 

生きる 
 

金原亭 馬生 師匠 
（第 104回いわき寄席 H20.2.26） 

自然に 

生きる 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

金
原
亭 
馬
生
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
一
七
回 
い
わ
き
寄
席 

平
成
四
年
六
月
二
五
日 

 
 
 

（
演
目
）
生
徒
の
作
文
、
紙
入
れ
、
三
軒
長
屋 

○
第
五
八
回 

い
わ
き
寄
席 

平
成
十
一
年
八
月
二
六
日 

 
 
 

（
演
目
）
ら
く
だ
、
唐
茄
子
屋
政
談 

○
第
九
一
回 

い
わ
き
寄
席 
平
成
一
七
年
三
月
三
日 

 
 
 

（
演
目
）
真
田
小
僧
、
二
番
煎
じ
、
品
川
心
中 

○
第
百
四
回 

い
わ
き
寄
席 

平
成
二
十
年
二
月
二
六
日 

 
 
 

（
演
目
）
う
ど
ん
や
、
つ
づ
ら
間
男
、
子
別
れ 

                   

                              

                              

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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い
わ
き
市
立
江
名
中
学
校 

Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
様 

 

 

三
月
四
日
（
火
）
江

名
中
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委

員
会
様
よ
り
、
車
椅

子
一
台
の
ご
寄
贈
が

あ
り
「
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
Ｃ
委
員
会
様
は
、

生
徒
や
保
護
者
の
皆

様
で
、
三
年
前
よ
り

ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ

ブ
の
回
収
活
動
を
始

め
、
目
標
の
約
八
百

㎏
集
め
て
、
当
施
設
へ
車
椅
子
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
の
皆
様
が
長
い
間
、
苦
労
さ
れ

た
結
晶
と
言
え
る
貴
重
な
車
椅
子
で
す
の
で
、
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
車
椅
子
は
、
パ
ン
ク

の
心
配
の
無
い
チ
ュ
ー
ブ
レ
ス
タ
イ
プ
で
、
外
出
や
散
歩
に

最
適
な
車
椅
子
で
す
。
入
居
者
様
の
外
出
す
る
機
会
を
も
っ

と
広
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社 

 

郡
山
支
部 

労
働
組
合 

郡
山
分
会
様 

  

 

二
月
十
五
日
（
金
）

日
本
生
命
保
険
相

互
会
社 

郡
山
支
部 

労
働
組
合 

郡
山
分

会
様
よ
り
車
椅
子

の
ご
寄
贈
が
あ
り

「
贈
呈
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
日
本
生

命
保
険
相
互
会
社

様
か
ら
車
椅
子
の

ご
寄
贈
は
、
平
成
十

六
年
三
月
に
続
き

今
回
が
、
二
台
目
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
に
戴
い
た

車
椅
子
は
、
入
居
者
様
に
現
在
も
大
切
に
使
用
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
入
居
者
様
か
ら
も
、
椅
子
が
低
く
、
タ
イ
ヤ

を
廻
す
の
が
軽
く
使
い
易
い
と
好
評
で
す
。
今
回
ご
寄
贈
戴

い
た
車
椅
子
も
、
入
居
者
様
の
生
活
の
足
と
し
て
大
切
に
使

わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

           

四
月
十
日
頃
よ
り
（
桜
の
開
花
状
況
に
よ
っ
て
決
定
） 

 
  

各
ユ
ニ
ッ
ト
お
花
見 

【
四
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

四
月
八
日
（
火
） 

 
  

薄 

磯 

鈴
木  

シ
メ  

様 

（
九
三
歳
）
誕
生
会 

四
月
一
日
（
火
） 

 
  

四 

倉 

松
野 

ミ
ヤ
子 

様 

（
八
七
歳
）
誕
生
会 

四
月
十
四
日
（
月
） 

 
  

四 

倉 

喜
多
村 

ト
ミ 

様 

（
八
二
歳
）
誕
生
会 

四
月
五
日
（
土
） 

 
  

勿 

来 

櫻
林  

久
子  

様 

（
七
五
歳
）
誕
生
会 

四
月
十
九
日
（
土
） 

 
    

永 

崎 

吉
田  

京
子 

 

様 

（
六
八
歳
）
誕
生
会 

         

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

四
月
の
行
事
予
定 

「
車
椅
子
」
ご
寄
贈 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

「ひな祭り」 
多目的ホールに飾られ

た雛人形の前でお茶を飲
んだり、おやつを食べた
り、楽しく過ごされまし
た。やっぱり女の人です
ね！雛人形がよく似合っ
ていますね。 


